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第71話 

 

　
今
回
は
、
１
月
号
の
広
報
に
引

き
続
き
、
三
木
家
史
料
の
中
の
文

政
６
年
（
１
８
２
３
）
１
月
「
諸

御
用
日
記
」
を
素
材
に
、
大
庄
屋

三
木
家
の
職
務
の
一
つ
と
し
て
、

村
々
か
ら
姫
路
藩
宛
の
願
書
へ
押

印
す
る
こ
と
に
つ
い
て
み
て
み
ま

し
ょ
う
。 

　
例
え
ば
、
文
政
６
年
１
月
に
、

辻
川
組
田
尻
村
の
庄
屋
庄
右
衛
門

が
代
官
内
海
藤
橋
の
役
所
へ
願
書

を
提
出
し
、
同
村
の
佐
兵
衛
な
る

人
物
は
く
ら
し
向
き
が
よ
く
な
く
、

同
村
の
庄
八
の
家
に
同
居
し
た
い

と
願
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
認

め
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。 

　
詳
細
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
姫
路
藩
に
よ
る
領
内
の
人

口
調
査
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

同
藩
へ
届
け
出
る
必
要
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
し
か
し
、
注
意
し
た
い
の
は
、

田
尻
村
の
庄
屋
庄
右
衛
門
は
代

官
所
へ
直
接
願
書
を
提
出
す
る

の
で
は
な
く
、
大
庄
屋
三
木
藤

作
が
押
印
し
た
上
で
、
代
官
所

へ
提
出
し
て
い
る
こ
と
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
辻
川
組
内
の 

村
々
か
ら
代
官
所
へ
願
書
を
提

出
す
る
際
に
は
、
各
村
か
ら
直

接
提
出
す
る
の
で
は
な
く
、
大

庄
屋
が
取
り
次
い
で
、
代
官
所
へ

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の

で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
藤
作
は
自

ら
の
管
轄
す
る
辻
川
組
内
に
住
む

百
姓
の
願
い
を
把
握
し
、
そ
の
是

非
を
判
断
し
て
い
た
の
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
彼
が
願
書
に
押
印
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
願

書
が
代
官
所
へ
提
出
し
て
も
問
題

の
な
い
内
容
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
大
庄
屋
で
あ
る
藤
作

は
、
辻
川
組
を
範
囲
に
、
こ
の
よ

う
な
判
断
を
下
す
権
限
も
持
っ
て

い
た
の
で
す
。 

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う 

福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う 

〜
神
戸
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
報
告
〜 

大
庄
屋
三
木
家
の
職
務
②
　
地
域
連
携
研
究
員
　
山
　
善
弘 

歴史民俗資料館だより 

　新たに収蔵された郷土資料や５５年前の福崎町合併
に関連する史料を紹介します。 
　また、町内初公開となる東広畑古墳の遺物からは、
このたび保存処理を終え、その姿が明らかになった柄
頭など、大変めずらしい資料を特別紹介します！ 

同時開催 

入館 
無料 【5月の休館日】6日、9日、16日、23日、30日 

　
４
月
１
日
か
ら
柳
田
國
男
・
松

岡
家
記
念
館
は
、
福
崎
町
の
施
設

と
し
て
新
た
に
出
発
し
ま
し
た
。

町
営
と
な
り
、
当
分
の
間
、
入
館

料
は
無
料
に
な
り
ま
す
。 

　
柳
田
國
男
や
そ
の
ご
兄
弟
の
功

績
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

郷
土
の
偉
人
と
身
近
に
ふ
れ
る
場

所
で
あ
る
よ
う
運
営
し
て
い
き
ま

す
。 

　
周
辺
に
は
、
郷
土
の
歴
史
探
求

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
歴
史
民

俗
資
料
館
や
三
木
家
な
ど
貴
重
な

文
化
ゾ
ー
ン
が
広
が
っ
て
い
ま
す

の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
８
月
に
は
「
柳
田
國
男

５０
年
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
を
機
に
、
「
民
俗
学
の
ふ

る
さ
と
福
崎
」
を
全
国
に
発
信
し

て
い
き

ま
す
の 

で
、
ど

う
ぞ
よ

ろ
し
く

お
ね
が

い
し
ま 

す
。 

町
立
町
立 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
　

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
　 

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

新
た
な
出
発

新
た
な
出
発
!!
 

町
立 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
　 

　
　
　
　
　
　
　
　 

新
た
な
出
発
!!
 入館料 無料に！ 入館料 無料に！ 

▲『諸御用日記』より（文政６年：１８２３） 

　今年は新たに、古文書講座も始まる予定ですので、
郷土の歴史史料とふれる新たな楽しみを見つけて
ください。  
時間：１３：３０～１５：００　場所：神崎郡歴史民俗資料館  
①古文書からみる福崎 

　開催日／５月２１日（土）　講師／河野未央さん（神戸大学） 

②柳田のふるさと～神崎郡の神話～ 

　開催日／７月９日（土）　講師／坂江　渉さん（神戸大学） 

③化石のはなし～丹波竜の発見された地層～ 

　開催日／９月１７日（土）　講師／古谷　裕さん 

　　　　　　　　　　　　　　　（兵庫県立人と自然の博物館） 

④三木家と柳田國男 

　開催日／１１月１２日（土）　講師／山　善弘さん（神戸大学） 

⑤播磨と紀州の２つの神社に伝わる田楽の研究 

　開催日／平成２４年２月１８日（土）　講師／大渡敏仁さん 



ほん・ひと・ゆ
めのひろば
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福
崎
町
で
補
導
委
員
と

し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
方 

々
は
、
地
域
か
ら
２３
人
、

学
校
関
係
か
ら
８
人
、
計

３１
人
で
す
。
青
少
年
を
有

害
な
環
境
か
ら
守
る
た
め
、

街
頭
指
導
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
践
し
、

青
少
年
の
健
全
育
成
や
非

行
化
の
防
止
等
に
努
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

※
平
成
２３
年
度
青
少
年
補

導
委
員
の
委
嘱
を
受
け
ら

れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
） 

【
福
崎
地
区
】 

　
西
川
英
隆
　
西
川
眞
吾 

　
橋
本
清
彦
　
福
島
和
江 

　
赤
松
大
弘
　
松
本
智
子 

　
楠
田
義
和
　
松
本
廣
幸 

【
高
岡
地
区
】 

　
森
本
武
弘
　
加
納
正
博 

【
田
原
地
区
】 

　
東
影
寛
久
　
能
瀬
林 

　
松
岡
真
奈
美
　
福
島
秀
幸 

　
長
谷
川
孝
子
　
駒
田
富
男 

　
山
田
せ
い
子
　
佐
伯
正
全 

　
松
岡
聡
介
　
古
田
眞
理
子 

【
八
千
種
地
区
】 

　
牛
尾
雅
一
　
藤
澤
等 

　
玉
置
幸
子 

【
学
校
関
係
】 

　
栗
岡
寿
衣（
田
原
幼
） 

　
久
後
龍
馬（
福
崎
小
） 

　
前
田
茂（
高
岡
小
） 

　
岩
城
真
介（
田
原
小
） 

　
大
葉
恭
裕（
八
千
種
小
） 

　
大
西
啓
司（
福
崎
西
中
） 

　
高
橋
浩
之（
福
崎
東
中
） 

　
江
尻
裕
史（
福
崎
高
校
） 

（
社
会
教
育
課
） 

5月10日（火）～ 
5月15日（日） 

5月21日（土） 
11：00～11：30

リサイクルブックフェア 

おはなし会 

（対象：４歳ぐらい～小学生） 

5月28日（土） 
14：00～14：30

子ども映画会「ライオンとねずみ」 

（対象：幼児～小学生） 

えほんのじかん 

（対象：０歳～。大人の方もどうぞ） 

おたのしみ会 

（対象：幼児～小学生） 

6月1日（水） 
11：00～11：30

6月4日（土） 
14：00～14：30

お
は
な
し 

の
へ
や
　 

お
は
な
し 

の
へ
や
　 

メ
デ
ィ
ア 

ル
ー
ム
　 

メ
デ
ィ
ア 

ル
ー
ム
　 

メ
デ
ィ
ア 

ル
ー
ム
　 

日　時 内　　容 場所 

行事予定（５月１０日～６月４日） 

保存期間の過ぎた雑誌などを無料で配布します。 
日時：５月１０日（火）～１５日（日）１０：００～１６：００ 
場所：図書館　メディアルーム 
＊図書館利用カードをお持ちください。 
＊一人１０冊まで 

資料整理日６月２日（木）休館 

子どもたちのことで 
お気づきのことがあれば、 
地域の補導委員、補導センター 
（　２６－１０１０）、 
教育委員会 
（　２２－０５６０）へ 
ご相談ください。 

　４月８日、吉田の 
「山口たゑ」さんが満
百歳を迎えられました。 
　お祝い訪問の際には、
優しい笑顔で迎えてい
ただいたのがとても印
象的でした。 
　現在もあたたかいご

家族に囲まれて、幸せにお過ごしです。 
　今後も、ますますお健やかに、さらなるご長寿をお
祈りします。 
　なお、百歳をお祝いして、百歳の森記念碑に、お名
前を刻みました。　　　　　　　　　（健康福祉課） 

　３月２８日（月）、兵庫県土

地改良事業団体連合会第５３

回通常総会で、庄区（代表：

庄区長　水田完さん）が、庄

新池の適正な管理に対して 

「優良ため池管理者表彰」を

受賞され、兵庫県知事から感

謝状が贈られました。 

　おめでとうございます。 

　これからも、よりよいため池管理をお願いします。 

（産業課） 

優良ため池管理者表彰受賞 優良ため池管理者表彰受賞 

３ 



４ 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【５月の休館日】６～９日・１２日・１９日・２６日 
　【６月の休館日】２日・９日・１６日・２３日・３０日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

★エルデホール催物のご案内★ 

♪エルデホールでは、一般のお客様にすべて
の部屋を貸し出しています。 
　音楽・ダンスなどの各種発表会や講演会、
会議、集会、販売会など、さまざまな用途
にご利用いただけます。 
　詳しくは、エルデホールまでお気軽にお問
い合わせください♪見学随時受付中。 
 
☆施設概要☆ 
メインホール 全体の広さ：約４９８㎡　移動式
客席（２４０席～３００席）（全座席を収納し、
ダンスホールのようにご利用いただくこと
もできます） 
舞台：幅８.１m×奥行６.３m 
最大天井高は１８mあり、残響システムも優
れています。 
スタインウェイフルコンサートピアノ・ヤ
マハグランドピアノ・エレクトーン各１台
あります。 
イベントホール　広さ：約２６８㎡ 
机や椅子（無料）を自由に並べて会議、展示
会、販売会などにご利用いただけます。 
洋室（和室）　広さ：約２０畳　少人数での会
議などにもどうぞ。全面畳でのご利用も可
能です。 
スタジオ　ギターアンプ２台・ベースアンプ・
ドラム・キーボードがあります。楽器演奏
の練習にどうぞ。 

☆みなさんのエルデホールを　　 
　　　　　　　ご利用ください☆ 
☆みなさんのエルデホールを　　 
　　　　　　　ご利用ください☆ 

7月の催し 

■出演／村治奏一 

　特別出演：福崎高校ギター・マンドリン部 

■開演／１５：００（開場１４：３０） 

■入場料／大人１,０００円　高校生以下５００円 

（当日各２００円増）【全席自由】 

☆国内外でさまざまな活動をし、今後

の活躍が注目されているギタリスト村

治奏一さんのコンサート。演奏するの

はクラシックギターです。特有の繊細な音色の変化、味

わいの深さをお楽しみください！福崎町文化功績賞を受

賞した地元福崎高校ギター・マンドリン部も特別出演し

ます。心ふるわす音楽の共演をどうぞお楽しみに♪ 

７月31日（日） 

「村治奏一コンサート」 エルデ 
サマーコンサート 

チケット好評発売中！ 
　
み
な
さ
ん
の
心
の
癒
し
の
ス

ペ
ー
ス
を
作
る
た
め
に
、
町
内

の
花
壇
と
県
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の

手
入
れ
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
、

み
ど
り
の

グ
ル
ー
プ

で
す
。 

　
暑
い
夏

も
、
寒
い

冬
も
、
み

ん
な
に
会

っ
て
楽
し

く
会
話
を

す
る
こ
と

を
励
み
に
、

が
ん
ば
っ
て
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。 

　
会
話
の
な
か
か
ら
草
花
に
関

す
る
情
報
・
生
活
や
料
理
に
関

す
る
情
報
な
ど
を
得
て
、
く
ら

し
に
役
立
て
て
い
ま
す
。 

　
「
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
な
」
と
考
え
て
い
る
方
、
ぜ

ひ
楽
し
み
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
第
１
・
第
３
水
曜
日 

　
　
　
９
時
〜
１１
時
過
ぎ 

場
所
　
町
内
の
花
壇
お
よ
び 

　
　
　
県
の
プ
ラ
ン
タ
ー 

   

　
今
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

予
定
（
５
／
２０
〜
６
／
１９
）
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

コ
コ
ロ
ン
ク
ラ
ブ 

　
５
月
２１
日
（
土
）
９
時
〜 

　
　
役
場
周
辺
街
路
樹
下
手
入
れ 

み
ど
り
の
グ
ル
ー
プ 

　
６
月
２
日
（
木
）
９
時
〜 

　
　
七
種
川
沿
い
新
町
花
壇 

　
６
月
８
日
（
水
）
９
時
〜 

　
　
Ｊ
Ａ
八
千
種
前
花
壇 

　
６
月
１５
日
（
水
）
９
時
〜 

　
　
文
化
セ
ン
タ
ー
花
壇 

問
い
合
わ
せ
先 

　
文
化
セ
ン
タ
ー 

　
　
２２
・
３
７
５
５ 

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
専
門
員
） 

”広
げ
よ
う
　
　
　
　

広
げ
よ
う
　
　
　
　 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
“ 

”広
げ
よ
う
　
　
　
　 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
“ 

”み
ど
り
の
グ
ル
ー
プ

み
ど
り
の
グ
ル
ー
プ
“ 

会
員
募
集

会
員
募
集
!!
　
　
　
　

　
　
　
　 

”み
ど
り
の
グ
ル
ー
プ
“ 

会
員
募
集
!!
　
　
　
　 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 

第2防災備蓄倉庫　完成 
　福崎町西部地域 
（高岡地区）に、第
２防災備蓄倉庫が完
成しました。 
　これにより、東部
と西部に１か所ずつ

防災の拠点とな
る施設が設置さ
れ、より迅速な
防災活動が可能
となります。 
 
 
 
（住民生活課） 

第２防災備蓄倉庫 

JR福崎駅 

近畿医療 
福祉大学 

福崎西中学校 

七
種
川 

長野橋 

【位置図】 



二
つ
の
神
話
の
崩
壊 

　
私
は
４
月
で
７６
歳
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
生
涯
で
二
つ

の
神
話
の
崩
壊
に
出
会
い
ま
し
た
。 

　
一
つ
は
、
「
日
本
は
神
の
国
だ

か
ら
戦
争
に
は
絶
対
に
負
け
な 

い
」
と
い
う
神
話
で
す
。
小
さ
い

時
か
ら
そ
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
、

東
京
が
爆
撃
さ
れ
、
姫
路
が
焼
か

れ
て
も
、
き
っ
と
神
風
が
吹
い
て

日
本
を
救
っ
て
く
れ
る
と
信
じ
て

い
ま
し
た
。
信
じ
た
お
前
が
馬
鹿

だ
と
言
わ
れ
れ
ば
返
す
言
葉
が
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
国
民
学
校
４
年
生
の
８
月
１５
日

に
終
戦
と
な
り
ま
し
た
。 

　
二
つ
目
は
、
「
原
子
力
は
ク
リ

ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
原
子

力
発
電
所
は
絶
対
に
大
丈
夫
だ
」 

と
い
う
神
話
で
す
。
こ
れ
も
津
波

が
押
し
寄
せ
、
発
電
所
を
直
撃
し
、

大
事
故
と
な
り
ま
し
た
。 

　
神
風
神
話
に
つ
い
て
は
、
小
さ

か
っ
た
の
で
批
判
す
る
力
は
持
ち

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
原
発
安
全
神

話
は
批
判
し
て
き
ま
し
た
。 

　
さ
て
、
二
つ
の
神
話
の
崩
壊
の

教
訓
と
し
て
、
国
民
の
一
人
ひ
と

り
は
科
学
の
目
を
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
科

学
の
目
と
は
、
も
の
を
見
る
時
は

一
方
か
ら
絶
対
視
す
る
の
で
は
な

く
、
角
度
を
変
え
て
多
面
的
に
見

る
こ
と
で
す
。
角
度
を
変
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
見
え
な
か

っ
た
と
こ
ろ
も
見
え
、
よ
り
正
確

に
全
体
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。 

　
私
は
５
月
３
日
の
町
制
５５
周
年

の
式
典
で
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く

り
の
基
本
の
一
つ
と
し
て
、
科
学

の
目
を
育
て
る
町
づ
く
り
を
提
唱

し
ま
し
た
。
町
は
こ
れ
ま
で
も
生

活
科
学
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
科

学
の
目
を
育
て
る
た
め
努
力
を
し

て
い
ま
す
。 

　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
起

因
す
る
津
波
災
害
や
原
発
事
故
は

不
幸
な
で
き
ご
と
で
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
は
た
じ
ろ
い
で
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
復

興
へ
の
バ
ネ
と
し
、
反
省
を
加
え
、

以
前
よ
り
も
す
ば
ら
し
い
地
域
と

日
本
を
建
設
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
き
っ
と
で
き
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。 

町
長 

　

嶋
田
正
義 

　福崎町では、民俗学者・柳田國男と歌人・井上通泰、な

らびにそのご兄弟の業績を偲び、毎年両先生の命日に近い

８月上旬に山桃忌が催されています。短歌祭は両先生にち

なんだ奉賛短歌祭です。 

　特に今年は柳田國男の５０回忌にあたる節目の年になり、

意義ある短歌祭にしたいと願っています。多くの方々から

の作品をお待ちしています。 

日　時　８月７日（日）１０：００～ 

場　所　文化センター 

主　催　福崎町文化協会　福崎短歌会 

作　品　未発表のもの　二首以内 

応募要領　原稿用紙に楷書で記入のうえ、一首につき５００円

（現金もしくは小為替）を添えて、文化センター内

福崎町文化協会事務局まで 

締　切　６月３０日（木）（当日消印有効） 

選　者　楠田立身先生（日本歌人クラブ近畿ブロック長） 

　福崎町文化協会は、福崎町の歴史や伝承を大切にし、そ

の上に立った新しい文化の創造に努め、町の発展に尽くす

ことを目的としています。このたび、会員を募集し、より

一層の活性化を図ります。奮ってご参加ください。 

年会費　１０００円 

参加資格　協会の趣旨に賛同の方 

事務局　文化センター　　２２－３７５５ 

※問い合わせ・申し込みは文化センターへ 

文化協会からのお知らせ 

発掘調査作業員募集 
自分の手で歴史を掘りませんか？ 

　西治地区のほ場整備に伴い、事前に発掘調査
を実施します。いっしょに発掘作業に従事して
いただける方を募集しています。 
募集対象　町内在住の７０歳未満の健康な方 
仕事内容　掘削作業・土運び・その他発掘作業補助 
　　　　　（雨天の中でも作業をする場合があります） 
採用期間　６月～７月下旬 
　　　　　（短くなる場合もあります） 
勤務時間　９：００～１６：００ 
賃　　金　１日８，０００円　半日４，０００円 
　　　　　（交通費なし） 
申し込み　５月３１日までに教育委員会・社会教

育課へ履歴書をご持参ください。 
注意事項　調査内容により人数に制限があります。 

興味のある方は、登録しておけば、
他の機会に参加が可能です。 

　毎週金曜日は午後７時１５分まで窓口業
務を延長しておこなっています。 
　対応業務は、住民票、戸籍、 
印鑑証明書、所得証明書、外 
国人登録記載事項証明書の交 
付です。 
＊住民異動、印鑑登録は除く。 

住民生活課窓口からのお知らせ 

５ 


